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青少年問題の悩みなどお気軽に

価
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(日曜･祝日除く毎日午前9時~午後6時)

昭和63年度当初予算案

総額488億1635万円

を計上

一
般
会
計
＝
２
８
８
億
２
千
４
百
万
円

　
国
体
開
催
経
費
・
横
島
消
防
分
署
建
設
費
な
ど

▲外穀を露(あらわ)した西小倉ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ(i月末) :

　市議会３月定例会は３月２日に招集され、

30日までの会期で昭和63年度の当初予算案な

どが審議されています。池本市長は初日、新

年度の施政方針を表明。今年度を２期８年目

の仕上げの年として位置付け、京都国体の成

功を最重要課題とする中で、関連諸事業や都

市基盤整備を積極的に推進。また国体成功の

活力を基に、21世紀を展望した豊かなまちづ

くりに鋭意取り組むとの決意を述べ、理解を

求めましたい

　
三
月
二
日
、
市
議
会
の
＝
百
定

例
会
で
、
池
本
市
長
は
昭
和
六
十

三
年
度
の
施
政
方
針
と
基
本
政
策

を
明
ら
か
に
し
、
総
額
四
百
八
十

八
竺
至
言
三
十
五
万
一
千
円

に
上
る
新
年
度
予
算
の
概
要
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
二
百

八
十
八
億
二
千
四
百
二
十
二
万
六

千
円
で
、
昨
年
度
比
五
・
三
％
の

増
と
な
っ
て
い
康
司

　
特
に
本
年
度
は
、
住
民
税
減
税

の
影
響
に
よ
る
厳
し
い
財
政
環
境

の
下
、
経
常
経
費
夕
抑
制
し
な
が

ら
も
都
市
基
盤
整
備
な
ど
の
重
点

施
策
か
羅
一
進
。
国
体
成
功
か
期
し

て
の
国
体
開
催
経
費
を
は
じ
の
、

公
共
下
水
道
事
業
の
促
進
、
Ｊ
Ｒ

宇
治
駅
前
の
自
動
車
等
駐
車
場
や

柔
剣
道
場
の
建
設
、
横
島
消
防
分

署
の
新
設
、
ま
た
街
路
網
や
公
園

整
備
、
黄
聚
体
育
館
ゾ
ー
ン
の
整

備
な
ど
、
積
極
的
に
計
上
し
て
い

ま
す
。

　
市
長
任
期
八
年
目
に
ふ
さ
わ
し

い
施
策
か
粍
に
、
二
十
一
世
紀
を

展
望
し
な
他
力
と
希
望
の
あ
る
街

づ
く
り
欠
日
指
し
て
い
車
ｙ
。

　
予
算
委
員
会
で

　
　
　
　
集
中
審
議
に

　
市
議
会
で
は
、
各
予
算
案
か
集

中
審
議
す
る
た
め
、
三
月
四
日
に

予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
（
十
八

人
）
。
委
員
長
に
野
上
竺
議
員
、

副
委
員
長
に
小
山
勝
利
議
員
盈
選

出
し
ま
し
た
。
同
委
員
会
は
、
十
一

日
か
ら
二
土
八
日
ま
で
の
間
に
八

回
開
か
れ
、
予
算
案
が
慎
重
に
審

議
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
本
会
議
は
今
後
、
十
四
日

と
三
十
日
の
日
程
で
開
会
。
予
算

案
を
は
に
洒
と
し
て
、
条
例
の
制

定
や
一
部
改
正
が
審
議
さ
れ
、
議

決
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

63年度版

　
市
で
は
こ
の
程
、
六
十
三
年

度
版
の
「
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
と

手
び
き
」
（
Ａ
４
版
四
十
ス
カ

ラ
ー
刷
り
）
を
発
行
。
五
十
九

年
度
か
ら
数
え
て
、
今
年
で
五

回
目
に
な
り
未
了
。

　
カ
レ
ン
ダ
ー
の
各
月
に
は
、

行
事
予
定
や
税
の
納
期
な
芦
を

掲
載
。
手
び
ざ
に
は
、
市
の
主
な

施
設
案
内
や
各
種
相
談
案
内
、

保
健
予
防
日
程
表
な
芦
矛
藪
せ

て
い
ま
ず
。
家
族
の
予
定
や
出

来
事
な
ど
を
記
入
す
れ
ば
、
我

が
家
の
一
年
の
記
録
”
と
し
て

も
保
存
出
来
未
了
。

　
三
月
中
旬
か
ら
各
町
内
（
自

　
　
　
　
　
　
治
）
会
長
さ
ん

の
ご
協
力
を
得

て
、
各
忘
詮

に
お
届
け
す
る

予
定
で
す
。
町

内
（
自
治
）
会
に

加
入
し
て
い
な

い
場
合
は
、
広

報
課
ま
で
お
越

し
い
た
だ
ぐ
か
、
電
話
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
　
　
（
広
報
課
）

829

　
昭
和
五
十
五
年
十
二
月
に
宇
治

市
長
に
就
任
し
て
か
ら
、
早
く
も

八
年
目
か
迎
瓦
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
、
私
は
二
期
目
に
臨
ん
で
は
、

七
つ
の
基
本
姿
勢
を
お
示
し
し
、

今
日
ま
で
こ
の
基
本
姿
勢
に
葺
つ

い
て
市
政
か
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
「
京
都
府
政
と
協
調

し
、
京
都
南
部
の
中
核
都
市
に
ふ

さ
わ
し
い
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
」
で
は
、
京
滋
・
京
奈
バ
イ

パ
ス
、
近
鉄
大
久
保
駅
周
辺
整
備
、

体
育
館
な
芦
夭
陽
が
丘
の
施
設
整

備
、
公
共
職
業
安
定
所
や
児
童
相

談
所
、
城
南
勤
労
者
福
祉
会
館
、
南

部
総
合
卸
売
市
場
の
整
備
等
、
国

や
府
の
事
業
が
飛
躍
的
に
進
展
。

　
　
「
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
の
地

域
社
会
を
目
指
し
、
新
し
い
市
民

参
加
の
市
政
の
推
進
」
で
は
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
黄
緊
公
園

体
育
館
の
建
設
を
進
め
る
と
共
に
、

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
を
開
設
。
「
行

財
政
の
無
駄
を
な
ぐ
し
、
豊
か
で

住
み
よ
い
生
活
基
盤
の
推
進
」
で

は
、
組
織
の
効
率
化
、
職
員
定
数

や
給
与
の
適
正
化
等
を
進
め
る
と

共
に
、
六
十
一
年
か
ら
は
三
ヵ
年

計
画
の
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
。

ス
ク
ラ
ッ
プ
ー
ア
ン
ド
ー
ビ
ル
ド
の

宇治市長

池本正夫

方
針
の
下
、
新
し
い
市
尽
〒
ズ

に
対
一
心
し
た
施
策
か
展
開
し
て
参

り
ま
し
た
。

　
ま
た
「
教
育
の
秩
序
を
正
し
、
健

全
な
青
少
年
の
育
成
」
に
つ
い
て

は
、
学
校
教
育
の
充
実
を
は
じ
の
、

タ
ー
や
青
少

１
か
整
備
。
「
高
齢

興
を
図
る
と
共
に
、
商
工
業
振
興

の
中
核
施
設
と
し
て
の
産
業
会
館

か
建
設
。
更
に
「
市
民
の
総
意
を
結

集
し
、
六
十
三
年
京
都
国
体
の
成

功
を
図
る
」
に
つ
い
て
は
、
市
民

の
総
意
受
話
集
し
て
、
ふ
「
着
々
と

そ
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
未
了
。

昨
年
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
で
は
、

続
き
内
需
拡
大
を
中
心
と
し
た
ゆ

る
や
か
な
景
気
回
復
傾
向
が
基
調

と
な
っ
て
い
ま
ず
。
レ
Ｐ
米
市

に
お
い
て
は
、
住
民
税
減
税
の
影

響
で
市
税
の
伸
び
は
期
待
出
来
ず
、

な
お
厳
し
い
財
政
運
営
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
シ
な
状
況

下
で
も
、
第
二
次
総
合
計
画
m

2
1
世
紀
を
展
望
し
た

こ
れ
を
契
機
に
都
市
基
盤
の
整
備
、

ま
た
市
民
の
参
加
と
連
帯
に
よ
る
、

新
し
い
地
域
社
会
の
形
成
と
市
民

文
化
の
創
造
、
更
に
本
市
の
観
光

都
市
と
し
て
の
印
象
の
定
着
化
－

以
上
三
つ
の
効
果
を
期
待
し
、
併

せ
て
文
化
と
観
光
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
考
え
で
す
。

創
造
的
で
活
力
の
あ
る
街
づ
く
り
を

化
社
会
に
対
応
し
総
合
的
な
福
祉

施
策
の
推
進
」
に
つ
い
て
は
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
設
立
や
ボ

ラ
ン
ト
ピ
ア
事
業
等
か
通
め
る
中

で
、
地
域
福
祉
の
土
台
つ
く
り
と

福
祉
風
土
の
形
成
に
努
め
て
参
り

書
し
た
。

　
そ
し
て
「
お
茶
と
観
光
の
宇
治

に
ふ
さ
わ
し
い
郷
土
産
業
の
振
興

元
服
」
で
は
、
農
業
や
茶
業
の
振

そ
の
成
果
が
発
揮
さ
れ
、
国
体
本

番
に
向
け
た
、
力
強
い
手
応
え
を

得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
6
3
年
度
の
課
題

　
政
府
の
経
済
見
通
し
で
は
、
六

十
三
年
度
の
実
質
経
済
成
長
率
は

前
年
比
三
・
八
％
の
増
。
地
方
財

政
運
営
の
目
安
と
な
る
地
方
財
政

計
画
で
は
六
・
三
％
の
増
と
、
引
き

針
と
し
、
三
ヵ
年
の
実
施
計
画
や

七
つ
の
基
本
姿
勢
を
基
に
、
二
期

目
仕
上
げ
の
年
度
と
し
て
、
二
十

一
世
紀
奎
辰
望
し
た
六
十
三
年
度

の
市
政
運
営
に
全
力
か
傾
注
す
る

決
意
で
す
。

　
さ
て
、
六
十
三
年
度
の
最
重
要

課
題
は
、
言
う
ま
で
も
な
ぐ
京
都

国
体
の
成
功
。
私
は
、
国
埜
隼
吊

飛
躍
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

　
７
つ
の
基
本
政
策

　
《
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
〉

　
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
前
の
駐
車
・
駐
輪

場
及
び
幹
線
道
路
網
の
整
備
等
河

川
改
修
に
取
り
組
み
、
住
み
よ
い

町
づ
ぐ
り
か
通
め
ま
す
。
暮
β
し

の
周
辺
整
備
に
つ
い
て
は
、
消
防

体
制
充
実
の
た
め
横
島
に
消
防
分

署
襄
晨
。
引
き
続
き
公
共
下
水

道
の
拡
充
と
、
安
定
給
水
の
た
め

の
西
小
倉
浄
水
場
の
建
設
促
進
に

努
め
未
了
。

　
　
〈
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
〉

　
老
人
運
動
広
場
の
増
設
、
障
害

児
の
歯
科
診
療
な
ど
、
厳
し
い
財

政
事
情
下
で
も
、
福
祉
施
策
の
充

実
を
図
り
ま
す
。
国
民
健
康
保
険

に
つ
い
て
は
、
財
政
健
全
化
に
向

け
た
各
種
取
り
組
み
の
中
で
、
保

険
料
改
正
を
提
案
し
て
い
ま
ず
。

　
　
〈
明
日
に
向
か
う
教
育
の
充
実

と
ふ
る
き
と
文
化
の
創
造
〉

　
学
校
教
育
聖
『
少
年
健
全
育
成

の
基
本
に
据
え
、
教
職
員
の
研
修

充
実
や
校
企
最
造
、
柔
剣
道
場
の

新
設
な
ど
、
教
育
環
境
の
整
備
に

努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
文
化
創
造
の
た
め
、

生
涯
学
習
体
系
を
目
指
し
た
社
会

教
育
や
公
民
館
事
業
を
推
進
。
国

際
社
会
の
一
員
と
し
て
、
世
界
の

都
市
と
の
交
流
を
図
り
、
恒
久
平

和
か
希
求
し
「
平
和
の
像
岑
建
立

す
る
考
え
で
す
。

　
〈
健
康
を
は
ぐ
く
む
ス
ポ
ー
ツ
ー

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興
〉

　
国
体
の
関
連
事
業
と
し
て
、
黄

緊
・
西
宇
治
公
園
な
ど
を
整
備
。

ま
た
ス
ポ
ー
ツ
ー
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
施
設
と
し
て
、
四
月
と
八
月

に
は
天
ヶ
瀬
森
林
公
園
と
黄
緊
公

園
体
育
館
が
そ
れ
ぞ
れ
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。
こ
の
外
、
国
体
鷺
機
に
本

市
を
Ｐ
Ｒ
。
市
史
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

版
や
文
化
財
絵
は
を
墓
詣
刊
し

‘
手
。

　
〈
活
力
あ
る
地
域
経
済
の
振
興
〉

　
農
地
の
基
盤
整
備
な
ど
、
農
業

経
営
の
体
質
強
化
に
努
め
る
と
共

に
、
宇
治
茶
に
つ
い
て
は
品
質
の

向
上
と
高
級
緑
茶
の
商
品
化
対
策

か
進
め
、
そ
の
振
興
を
図
り
ま
ず
。

商
工
業
に
つ
い
て
は
、
小
規
模
事

業
所
へ
の
指
導
強
化
や
叢
委
館

の
効
果
的
活
用
な
ど
、
条
件
整
備

を
進
め
ま
す
。

　
　
〈
同
和
対
策
を
推
進
し
、
基
本

的
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
地
域
社
会

の
形
成
〉

　
同
和
問
題
の
完
全
解
決
に
向
け
、

残
炎
芝
環
境
改
善
整
備
の
早
期

完
成
と
、
総
合
施
策
と
し
て
の
同

和
対
策
事
業
を
進
め
毒
丁
。
ま
た
、

障
害
者
へ
の
就
労
の
拡
大
や
社
公
一

参
加
に
必
要
な
施
設
整
備
、
更
に

教
育
・
保
健
・
福
祉
・
就
業
な
ど
、

各
分
野
で
の
婦
人
の
地
位
向
上
に

努
め
ま
ず
。

　
　
〈
新
し
い
地
域
社
会
の
創
造
と

清
潔
で
効
率
的
な
市
政
の
推
進
》

　
住
民
自
治
の
環
境
。
つ
く
り
の
た

め
、
西
小
倉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ー
’
セ

ン
タ
ー
を
開
設
。
ま
た
渠
会
所
の

建
設
を
促
進
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

コ
ー
ナ
ー
も
設
置
。
市
民
本
位
の

市
政
推
進
に
努
め
未
７
。

　
一
方
、
効
率
的
な
市
政
運
営
の

た
め
に
、
職
員
研
修
の
充
実
、
機
構

の
合
理
化
、
民
間
活
力
の
導
入
な

ど
、
行
財
政
の
効
率
化
に
努
め
ま

す
。
今
後
、
情
報
公
開
と
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
等
に
も
取
り
但
艇
差

で
す
。

施政方針(要旨)

市民カレンダーと手引き

3月中旬から配布
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その他　11億8,354万円(4.1)

国体の成功を契機に

新しい地域社会を確立
　ニこで、一般会計と各特別会計・企業会計の総額が488億

1.635万円（前年度伸び率6・3％）となった、昭和63年度

市予算案の主な施策と予算額について、お知らせします。

一般会計の予算総額は、288億2,422万円。この限られた予算

の中で、京都国体の成功を最重点課題とし、７つの基本施策

　（下段囲みに掲載）を柱とする事務事業へ、効率的に予算配

分をしています。

288億円の内訳を見ると

　　(一般会計予算案)

▲
元
気
に
遊
ぶ
地
域
の
子
ど
も
た
ち
（
３
月
２
日
、
横
鳥
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
）

l

t補助

鉢業費補助

活動経費

　　2,260万円

　　　no万円

　　5,415万円

　　2,301万円

|億8,874万円

　　　456万円

　　｜,259万円

l8ff9,900万円

|億8,635万円

2,934万円

　650万円

6,183万円

｜,356万円

5,057万円

3,872万円

1億1,200万円

　9,263万円

|億4,100万円

　1億608万円

　3,133万円

　笠取地区児童・生徒通学対策費

　各種社会教育事業

市民文化

　文化財保護費

　文化センター管理運営経費

　中央図書館図書購入費

Ｏ宇治市史ダイジェスト版・文化財絵はがき発行費

　歴史資料館特別展・企画展開催経費

　第43回国民体育大会開催経費

　黄梨体育館建設事業

　黄栞公園（体育館ゾーン）再整備事業

Ｏ天ヶ瀬森林公園施設整備事業

商　　工

　宇治市産業会館管理運営委託料

〇宇治市産業会館産業情報コーナー整備費

　中小企業対策費（融資･補助）

　城南地域職業訓練協会補助金

農　　業

　931万円

|,318万円

　｜,966万円

|億3,082万円

　1,300万円

　　489万円

　　542万円

4億|,876万円

6億6,852万円

|億7,l43万円

　　270万円

　890万円

|,000万円

5,605万円

　250万円

　水田農業確立対策事業補助

　宇治茶振興事業補助

　農業基盤整備事業

Ｏ谷山林道改良事業

観　　光

　観光センター管理運営委託料

木幡河原老人の家管理運営事業

善法地区老人福祉センター管理運営事業

河原青少年センター管理運営事業

善法青少年センター管理運営事業

善法地区内道路改良事業

○行政サービスコーナー開設経費

　集会所整備事業

　国際交流事業

〇平和の像建立事業補助

Ｏ土地開発公社貸付金

Ｏ映像による広報費

Ｏ市勢要覧の発行経費

　650万円

　727万円

6,075万円

｜,000万円

|,237万円

242万円

420万円

891万円

883万円

897万円

3,189万円

3,302万円

｜,目7万円

1,000万円

　　|億円

　　44万円

　750万円

明日に向かう教育
の充実とふるさと

文化の創造

活力ある地域経済の振興
新しい地域社会の創造と清潔で効

率的な市政の推進

健康をはぐくむスポーツ・レクリ

エーションの振興

同和対策事業を推進し、基本的人

権が尊重される地域社会の形成

一
般
会
計

63年度予算案

主な施策と予算案
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会　計　名 昭和63年度
当初予算額

昭fP62年度
当初予算額

仲率(‰)

一　般　会　計 28,824,226 27,363,637 5.3

特別会計

交通災害共済事変

国l<: 健康保険事業

公共下水道事業

住宅新築資金等貸付事業

老　人　保　健　事　業

簡　易　水　道　事　業

火　災　共　済　事　業

農　ｔ　共　済　事　業

　　41,100

5,411,012

3,861,974

　　50,063

7,313,118

　　17,100

　　13,400

　　　-

　　42,974

5,037,791

3,654,217

　　68,520

6,492,378

　　16,943

　　12,654

　　　　969

　△4.4

　　7.4

　　5.7

△26.9

　　12.6

　　0.9

　　5.9

　皆減

特別会計合計 16,707.767 15.326.446 9.0

企業（水道）会計 3,284,358 3.245.400 1.2

総　　　　　　計 48,816,351 45.935,483 6.3

療
費
の
高

騰
な
ど
で
、

国
保
財
政

は
困
難
な

状
況
に
お

か
れ
て
い

ま
す
。
こ

の
た
め
市

で
は
、
国

保
運
営
協

議
会
か
ら

保
険
料
率

に
つ
い
て

の
答
申
を

受
け
こ
れ

を
尊
重
し
、

六
十
三
年

度
は
保
険

料
率
改
定

を
予
定
。

ま
た
、
併

　
公
共
下
水
道
事
業
で
は
、
三
十

八
億
六
千
百
九
十
七
万
円
（
前
年

度
比
五
・
七
％
増
）
か
計
上
し
て

い
ま
す
。

　
本
市
の
公
共
下
水
道
事
業
は
、

昭
和
六
十
一
年
八
月
か
ら
一
部
地

域
で
供
用
を
開
始
。
現
在
で
は
、

汚
水
処
理
能
力
一
日
三
千
五
百
ト

ン
。
対
象
地
域
は
、
六
地
蔵
、
木

幡
、
五
ケ
庄
の
一
部
で
、
戸
数
三

千
三
百
八
十
二
戸
、
人
口
一
万
九

百
七
十
六
人
の
下
水
処
理
が
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。
整
備
率
は
市

全
体
の
六
・
四
り
で
す
が
、
今
後

道路・河川・公園

　道路等維持修繕費

　道路新設・改良事業

O J R黄槃駅前整備事業

Ｏ宇治橋架替事業負担金・近鉄大久保駅周辺整備

　河川排水路整備事業

〇（仮）横島児童公園用地購入事業（債務負担）

　公園維持改良事業（黄栞公園・西宇治公園）

Ｏ(仮)財団法人宇治市公園公社設立出資金

　街灯管理費

住‘宅

　横島吹前団地増築事業(債務負担|億8,000万円含む)2億6,254万円

防　　災

〇横島消防分署新築事業

　消防施設整備事業

環　　境

Ｏ大気質監視測定局運営経費

|億3,000万円

　4,549万円

880万円

▲この夏オープンする市民体育の殿堂、黄業公園体育館

宇 治 市 β

効
率
的
に
行
財
政
を
運
営
営

　
国
民
健
康
保
険
事
業
で
は
、
五

十
四
億
一
千
百
一
万
円
（
前
年
度

比
七
・
四
％
増
）
か
計
上
し
て
い

ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
自
営

業
や
晨
家
、
年
金
牛
活
者
な
ど
の

健
康
を
守
る
地
域
保
険
制
度
と
し

て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
し
ぶ
し
、
加
入
者
の
高
齢

化
や
医
療
施
設
の
増
加
に
よ
る
医

せ
て
「
負
担
を
被
保
険
者
だ
け
に

求
め
る
の
で
は
な
く
、
医
療
費
の

適
正
化
や
国
・
府
へ
の
働
政
か
け

を
図
る
」
な
ど
と
し
た
付
帯
意
見

も
出
さ
れ
て
お
り
。
積
極
的
に
取

り
組
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
歳
入
で
は

保
険
料
二
十
二
億
九
千
五
百
二
十

一
万
円
、
国
庫
支
出
金
二
十
一
億

九
千
二
百
九
十
二
万
円
、
一
般
命
一

計
か
ら
の
繰
入
金
二
億
四
千
百
二

十
二
万
円
な
芦
尽
計
上
。

　
歳
出
で
は
、
保
険
給
付
費
三
十

五
億
七
千
六
百
十
万
円
、
老
人
保

健
拠
出
金
土
〈
億
二
エ
〈
百
七
万

円
、
保
健
施
設
費
七
百
五
十
九
万

円
な
芦
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
水
道
事
業
の
予
算
額
は
、
三
十

二
億
八
千
四
百
三
十
万
円
（
前
年

度
比
丁
二
％
増
）
を
計
上
し

て
い
未
了
。
水
道
事
業
で
は
、
上

水
道
施
設
第
五
次
拡
張
事
業
の
中

心
的
施
設
と
し
て
、
本
年
二
月
か

ら
西
小
倉
浄
水
場
（
伊
勢
田
町
中

遊
田
）
の
建
設
第
一
期
工
事
に
着

工
。
増
加
す
る
水
需
要
に
応
じ
て

安
定
し
た
給
水
か
得
え
る
ぷ
コ
、

施
設
整
備
か
遥
め
て
い
ま
す
。

　
収
益
的
収
入
で
は
、
水
道
料
金

十
九
億
九
土
八
百
六
十
三
万
円
な

ど
欠
肘
上
、
支
出
で
は
府
営
水
道

受
水
費
七
億
二
千
五
百
二
十
万
円
、

減
価
償
却
費
三
億
四
千
百
三
十
八

万
円
、
そ
の
外
維
持
管
理
費
な
ど

か
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
資
本
的
収
入
で
は
、
上
水
道
事

業
債
四
億
円
な
芦
夢
計
上
、
支
出

で
は
第
五
次
新
設
拡
張
事
業
費
と

し
て
、
西
小
倉
浄
水
場
第
一
期
工

事
や
配
水
管
整
備
な
ど
に
六
億
四

千
百
二
万
円
か
１
　
上
し
て
い
ま
す
。

　　　2億4,194万円

(国体関連3,000万円)

　　　6億9,622万円

(国体関連5,970万円)

　　　1億2,860万円

都市計画街路事業(下居大久保線･城陽宇治線･京阪宇治駅前広場)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川億617万円

|億2,6川万円

2億5,500万円

　　　2億円

　|f.677万円

(国体関連5,760万円)

　　　　　3,000万円

　　　　　5,344万円

　
特
別
会
計
と
は
、
特
定
の
事
業
を
行
う
場

合
に
、
一
般
会
計
と
は
別
に
そ
の
事
業
だ
け

に
つ
い
て
経
理
す
る
も
の
を
言
い
ま
す
。
現

在
、
市
に
は
七
事
業
の
特
別
会
計
と
水
道
企

業
会
計
を
設
置
。
こ
の
内
、
国
保
・
公
共
下

水
道
事
業
と
水
道
事
業
の
あ
ら
ま
し
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

は
六
土
八
年
度
牽
り
ぐ
と
し
て
、

人
口
二
万
八
千
百
人
、
整
備
率
二

八
％
ま
で
進
め
る
予
定
で
す
。

　
歳
入
で
は
、
下
水
道
使
用
料
等

一
億
百
九
十
一
万
円
、
国
庫
補
助

金
十
二
億
二
千
八
百
八
土
八
万
円
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
金
七

億
九
千
八
百
九
万
円
、
市
債
十
七

億
一
千
几
百
十
万
円
か
１
　
上
。

　
歳
出
で
は
、
東
宇
治
処
理
区
と

洛
南
処
理
区
に
係
る
管
渠
（
か
ん

き
Ｉ
建
設
事
業
費
と
し
て
土
〈

億
五
千
二
百
八
十
八
万
円
、
処
理

場
建
設
事
業
費
四
億
八
千
七
百
十

五
万
円
、
処
理
場
維
持
管
理
費
に

八
千
百
九
十
七
万
円
か
１
　
上
し
て

い
ま
す
。

o緑化現況調査事業

　都市下水路築造事業(債務負担３億円含む)

　不燃物収集運搬・埋立処分委託料

　古紙回収事業

　清掃運搬車購入費

　城南衛生管理組合分担金

暮らし

　自転車等駐車場管理運営経費

Ｏ(仮)J R宇治駅前自転車等駐車場建設事業

　特定区間路線バス補助金

Ｏ(仮)J R宇治駅前駐車場設置・維持管理経費

　消費生活事業

社会福祉

　民生児童委員活動費

　暮しの資金貸付事業委託金

　ボラントピア事業補助・基金出資金

Ｏ社会福祉施設等振興備品購入費

　奨学資金貸付事業

Ｏ視覚障害者用ワードプロセッサー設置費

　在宅障害者デイ・サービス事業委託料

Ｏ老人運動ひろば設置費

Ｏ高齢者福祉対策事業

　　　600万円

5億|,000万円

　　9,999万円

　　　365万円

　　2,425万円

13億4,759万円

　|,308万円

2億650万円

　433万円

　360万円

　405万円

2,158万円

　393万円

｜,700万円

|,500万円

　470万円

　100万円

　350万円

　209万円

　147万円

　シルバー人材センター運営補助

　特別養護老人ホームデイケア事1

　敬老会事業

　宇治市心身障害者共同作業所運営

　精神薄弱者施設措置費

　精神障害者共同作業所入所訓練4

0障害児歯科治療費

　生活保護扶助費

　民間保育所運営補助

保　　健

　斎場運営事業

Ｏ墓地公園調査経費

　成人・老人保健事業

　保健指導事業

　予防接種事業

　保健医療センター運営事業

教　　育

　小・中学校大規模改造事業

　小・中・幼施設整備事業

〇柔剣道場新設事業

　私立幼稚園就園助成補助

Ｏコミュニティ施設（6センター）

明日に向かう教育の充
実とふるさと文化の創
造

健康で生きがいのあるまちづくり

安全で快適なまちづくり

●

公
共
下
水
道
事
業

水
道
事
業

国
保
事
業

特
別
・
企
業
会
計

一般会計・主な施策と予算額（○印は新規事業）



1988年（昭和63年）３月ｎ日発行（4)宇1台　rU jE5c　だ　よ　り

　
善
法
文
化
祭
は
、
三
月
十
九
日

出
と
二
十
日
収
の
二
日
間
、
善
法

隣
保
館
・
集
会
所
で
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
文
化
祭
は
、
部
落
解
放
の
一

環
と
し
て
、
善
法
地
域
の
文
化
活

動
の
向
上
と
地
域
住
民
の
親
睦
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
。

十
四
回
目
の
今
回
は
、
「
広
げ
よ

う
地
域
の
ご
Ｐ
高
め
ぷ
つ
文
化
の

以
び
」
を
テ
ー
マ
に
、
多
彩
な
内

容
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
未
了
。

　
部
落
問
題
の
解
決
は
、
国
や
地

方
自
治
体
の
責
務
で
あ
る
と
共
に
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
課
題
で
も

あ
り
毒
了
。
部
落
問
題
を
学
習
し

理
解
す
る
場
と
し
て
、
善
法
文
化

祭
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
両
日
に
「
善
法
百
年
誌
・

伝
え
ゆ
く
水
と
坂
道
の
ふ
る
さ
と
」

を
実
費
で
頒
布
し
ま
す
。

　
〈
ご
案
内
〉

▽
と
き
・
：
３
月
1
9
日
出
、
2
0
日
間
。

▽
と
こ
ろ
…
善
法
隣
保
館
、
善
法

　
集
会
所
。

▽
内
容
・
：
左
表
の
と
お
り
。

　
　
（
善
法
文
化
祭
実
行
委
員
会
・

　
善
去
燐
尿
棺
・
奘
鮫
育
房

お
知
ら
せ

　
お
急
ぎ
く
だ
さ
い

　
市
・
府
民
税
の
申
告

　
市
・
府
民
税
の
申
告
期
限
は
三

月
十
五
日
で
す
。
ま
だ
の
人
は
、

善法文化祭の日程・内容表

ごくご ３月19日出 ３月20a(目)

作品展示

午前10時~午後4時
・生花教室作品　　・善法保育所l≪l 'K.・保

・手づくり教室作品　，i者会作品

・趣味の教室作品　　・善法青少年センター

・書道教室作品　　　　　子どもの作品

・葵子ども会作品　　･ 善老人ｾﾝﾀｰ七人の作品

・手づくり園芸教室作品　･趣味の作品

ぉ　茶　席
午前11時～午後3時

　　点て出し

午前10時～午後3 時
　　　本　席

陶芸教室 へ
午前10時～午ft 2時
　　　絵つけ

子ども手づく

I) コーナー

午後２時～４時

　｢ハタハタ｣
　｢絵がわりカード｣

.午前1O時～午後2時
　rプラスチック

　　　　ペンダント」

催　　　しへ
　午後2時～3時

映両「一休さん」他

講　　　演乍後7時～
へ

佼　擬　店

午前U時～午後3時　午前lO時～午後3時
おでん．お好み焼、フランクフルト、

わた菓子、コーヒー、山菜おこわ

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

　
き
れ
い
な
水
と
環
境
を
守
っ

て
い
く
た
め
に
、
せ
っ
け
ん
を

使
い
ま
し
ょ
う
。
家
庭
で
の
洗

浄
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
対
象
が

あ
り
ま
す
が
、
衣
食
住
の
そ
れ

ぞ
れ
に
応
じ
た
使
い
方
を
し
ま

し
ょ
う
。

　
洗
浄
力
の
高
い

　
　
　
　
　
せ
っ
け
ん

　
最
近
、
台
所
の
廃
油
か
ら
せ

っ
け
ん
が
作
ら
れ
て
い
る
例
も

あ
る
ぷ
つ
に
、
せ
っ
け
ん
は
動

植
物
の
油
脂
に
苛
性
ソ
ー
ダ
（
水

酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
）
を
反
応
さ

せ
て
作
り
乖
ｙ
。
粉
せ
っ
け
ん

排
水
は
川
や
湖
、
下
水
処
理
場

で
速
や
か
に
分
解
さ
れ
、
環
境

夕
汚
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
洗
浄

力
支
晟
洗
剤
よ
り
傍
れ
て
い

る
事
が
研
究
機
関
な
片
か
ら
報

告
さ
れ
て
い
毒
司
（
左
下
表
）

　
き
れ
い
な
水
と
環
境
を
守
る

お
急
″
７
だ
さ
い
。

　
昨
年
中
、
所
得
が
無
か
っ
た
り

少
な
い
な
芦
辺
、
非
課
税
の
対
象

に
な
る
人
も
、
国
保
関
係
や
各
種

所
得
証
明
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し

て
必
要
な
場
合
が
あ
り
車
ゐ
で

ご
注
意
を
。
　
　
（
市
民
税
課
）

　
バ
イ
ク
・
軽
自
動
車
の

　
廃
車
申
告
は
今
月
中
に

　
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
の
税
金
は
、

毎
年
四
月
一
日
現
在
で
の
所
有
者

や
使
用
登
録
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
住
所
変
更
や
譲
渡
、
盗
難
な
ど

の
理
由
で
現
在
所
有
し
て
い
な
い

人
は
、
今
月
中
に
廃
車
申
告
の
手

続
き
か
仔
っ
て
ぐ
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
、
市
民
税
課
（
豊
⑩
3
1
4

1
）
へ
。
　
　
　
吊
民
税
課
）

　
育
成
学
級
の
ア
ル
バ
イ
ト

　
指
導
員
を
募
集

　
▼
対
象
…
昭
和
2
3
年
４
月
２
日

以
降
に
出
生
の
女
子
。
市
内
在
住

で
高
卒
程
度
の
学
力
を
有
す
る
健

康
な
人
▼
採
用
・
・
・
応
募
者
を
名
簿

へ
登
録
し
、
欠
員
が
生
じ
た
時
に

必
要
に
応
じ
て
選
考
を
行
い
、
雇

用
し
毒
ｙ
▼
申
し
込
み
・
・
・
市
販
の

履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

・
写
真
夕
ほ
っ
て
、
３
月
1
7
日
田
ま

で
に
社
会
教
育
課
（
ａ
⑩
3
1
4

1
）
へ
。
　
　
（
社
会
教
育
課
）

奎
允
分
に
溶
か
し
て
か
婬
溜

物
を
入
れ
毒
了
。
せ
っ
け
ん
は
、

必
ず
計
量
１
　
　
示
ｙ
。
使
い
過
ぎ

は
、
水
の
無
駄
使
い
に
な
っ
た

り
、
黄
ば
み
の
原
因
に
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。
汚
れ
の
Ｑ
と
い

部
分
に
は
、
固
型
せ
っ
け
ん
で

せ
っ
け
ん
を
使
い
ま
し
ょ
う

は
、
更
に
三
〇
％
前
後
の
炭
酸

塩
を
補
助
剤
と
し
て
加
え
洗
浄

力
を
高
め
て
い
季
子
。

　
合
成
洗
済
が
皮
膚
科
の
被
害

原
因
の
上
位
に
あ
る
こ
と
は
よ

く
知
ら
元
て
い
ま
す
が
、
せ
っ

け
ん
は
皮
膚
障
害
が
少
な
ぐ
、

た
め
、
せ
っ
け
ん
か
使
い
ま
し

　
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た

　
　
　
　
使
用
を

　
洗
濯
の
時
は
、
風
呂
の
残
り

湯
な
芦
矛
莉
用
し
、
せ
っ
け
ん

の
手
洗
い
が
効
果
的
で
す
。

　
食
器
類
の
油
汚
れ
は
、
重
ね

な
い
で
拭
藻
取
っ
て
か
ら
、
台

所
用
せ
っ
け
ん
（
無
添
加
剤
）
を

使
っ
て
洗
い
ま
し
ょ
う
。
せ
っ

け
ん
ク
レ
ン
ザ
ー
の
外
、
ぬ
か

袋
や
米
の
と
き
汁
な
μ
石
役
に

　
国
体
弁
当
の
説
明
会
と

　
調
製
業
者
の
募
集

　
京
都
国
体
で
の
弁
当
調
製
業
者

公
輦
一
し
毒
ｙ
。

　
応
募
資
格
は
、
・
食
品
衛
生
関

連
法
令
に
基
「
つ
く
管
理
運
営
及
び

施
設
整
備
が
な
さ
れ
て
い
る
・
指

定
時
間
・
指
定
場
所
に
納
入
が
可

能
・
国
体
弁
当
を
百
食
以
上
調
製

出
来
る
・
原
則
と
し
て
市
内
の
業

者
。
申
し
込
み
は
、
三
月
十
九
日

出
か
ら
二
十
五
日
吻
ま
で
、
国
体

事
務
局
（
き
⑩
3
5
2
1
）
で
営
け

付
け
。
募
集
に
先
立
ち
、
三
月
十

八
日
脚
午
後
二
時
か
ら
、
中
央
公

民
館
で
説
明
会
か
行
い
ま
ず
。

　
　
　
　
　
　
　
（
国
体
事
務
局
）

市
立
小
・
中
学
校
の

就
学
援
助

中
学
校
の

援

市
教
育
委
員
会
で
は
、

助経
済
的

理
由
に
よ
昨
晟
学
が
困
難
な
児
童
、

牛
徒
の
保
護
者
に
、
市
立
小
・
中

学
校
で
必
要
な
学
用
品
費
な
ど
を

援
助
し
て
い
未
了
。
昭
型
八
十
三

年
度
に
こ
の
援
助
か
希
望
Ｔ
？
ハ

は
、
各
学
校
へ
申
し
込
み
を
。

　
▼
援
助
の
認
定
…
認
定
の
所
得

基
準
は
、
標
準
世
帯
（
夫
婦
と
子

＼
W
C
M
-
＜
ハ
）
で
、
前
年
分
の
総
所

得
金
額
が
お
お
び
ね
二
百
五
十
二

万
円
以
下
▼
援
助
対
象
の
種
類
・
：

立
ち
ま
す
。

　
窓
、
ト
イ
レ
、
換
気
扇
、
浴

室
な
芦
邑
ま
い
の
汚
れ
も
、
粉

せ
っ
け
ん
や
ク
レ
ン
ザ
ー
で
き

れ
い
に
な
り
未
了
。

　
洗
髪
に
も
、
せ
っ
け
ん
シ
ャ

ン
プ
ー
や
浴
用
せ
っ
け
ん
、
ま

た
無
添
剤
の
固
型
せ
っ
け
ん
を

一 － 一 一 － － －一 一 一－ － － － － －

臨時ｺﾞﾐ(有料)収集の

　　ご利用を

学
用
品
費
、
校
外
活
動
費
、
修
学

旅
行
費
、
給
食
費
、
学
校
保
健
法

で
指
定
さ
れ
た
病
気
の
治
療
費
な

ど
▼
問
い
合
わ
せ
…
学
校
教
育
課

　
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
学
校
教
育
課
）

　
宇
治
市
少
年
少
女
合
唱
団

　
第
９
回
定
期
演
奏
会

　
▼
と
き
・
・
・
３
月
2
0
日
面
、
午
後

１
時
半
開
演
▼
と
こ
ろ
・
：
文
化
会

館
大
ホ
ー
ル
▼
内
容
…
１
年
間
の

活
動
の
ま
と
め
と
し
て
、
「
小
鳥

の
聾
な
丿
ぷ
昏
曲
鷺
扱
露
▼
入

場
…
無
料
。
　
（
襲
薮
育
課
）

　
春
休
み
こ
ど
も
映
画
会

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
・
・
３
昌
日

使
う
方
法
が
あ
り
ま
ず
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
目
先
の
便
利
さ
に
と
ら
わ
れ

ず
、
環
境
へ
の
影
響
な
ど
を
考

え
て
、
安
全
な
せ
っ
け
ん
の
使

用
を
進
め
て
行
鳶
蛋
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

10　20　30　40
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　兵庫県生活科学研究所の洗浄力

　試験報告から（1979)

一一一一一一一一一----一一一一一一一･･一-･一一-一一

　
家
具
、
大
型
電
化
製
品
、
マ
″

ド
レ
ス
、
ベ
ッ
ド
、
畳
、
じ
ゅ
う

た
ん
な
ど
の
粗
大
ゴ
ミ
や
、
引

っ
越
し
な
ぶ
上
時
的
に
多
量

に
出
る
ゴ
ミ
は
、
臨
時
に
収
集

　
（
有
料
）
し
ホ
す
。

　
事
前
に
、
清
掃
事
務
所
（
豊

⑩
3
1
4
1
）
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　
〈
燃
え
な
い
ゴ
ミ
の
収
集
日
に

出
さ
れ
て
も
収
集
し
ま
せ
ん
〉

　
こ
の
日
に
出
芳
捜
棄
物
と

し
て
放
置
さ
れ
、
附
近
の
人
た

ち
に
迷
惑
を
掛
け
る
こ
と
に
な

㈹
１
午
前
1
0
時
半
ト
Ｈ
時
半
、
木

幡
公
民
館
。
午
後
１
時
Ｆ
３
時
、

宇
治
公
民
館
。
3
0
日
困
＝
午
前
1
0

時
半
～
Ｈ
時
半
、
小
倉
公
民
館
。

午
後
２
時
ｙ
３
時
、
広
野
公
民
館
。

3
1
日
㈲
―
午
前
1
0
時
半
～
Ｈ
時
半
、

中
央
公
民
館
▼
上
映
作
品
・
・
・
金
色

の
足
あ
と
、
オ
ズ
の
魔
法
つ
か
い

な
ど
▼
入
場
・
・
・
無
料
▼
問
い
合

わ
せ
・
・
・
中
央
公
民
館
（
容
⑩
1
4

1
1
）
へ
。
　
（
中
央
公
民
館
）

　
大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー

　
春
休
み
の
催
し

　
〈
動
物
村
が
や
っ
て
く
る
〉

　
▼
と
き
・
・
・
３
月
2
7
日
間
、
午
前

1
0
時
～
午
後
１
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・

大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
内
容

・
・
・
牛
、
馬
、
う
さ
ぎ
な
ど
▼
入
場

…
無
料
（
幼
児
は
保
護
者
同
伴
で
）
。

〈
春
休
み
映
画
会
〉

　
▼
と
き
・
・
・
３
月
2
9
日
㈹
、
午
前

９
時
半
～
1
1
時
▼
と
こ
ろ
・
：
大
久

保
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
上
映
作
品

…
赤
い
ト
ラ
″
ク
と
Ｉ
人
の
こ
ど

も
た
ち
▼
対
象
・
・
・
小
・
中
学
生
▼

入
場
・
：
無
料
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
大
久
保
青
少

年
セ
ン
タ
ー
・
平
盛
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
（
容
㈲
7
4
4
7
）
へ
。

　
　
（
大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）

　
食
生
活
講
座

　
▼
と
き
・
・
・
３
月
1
8
日
廊
、
午
前

1
0
時
～
午
後
零
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：

広
野
公
民
館
▼
内
容
・
・
・
楽
し
ぐ
お

い
し
い
お
米
の
料
理
▼
講
師
・
・
・
京

都
調
理
師
専
門
学
校
教
授
・
山
田

堕
郎
さ
ん
▼
定
員
・
：
3
0
人
（
先

り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
一

　
燃
え
な
い
ゴ
ミ
の
日
に
出
せ

る
も
の
は
、
瓶
、
缶
類
。
プ
ラ
ス

チ
″
ク
、
ビ
ニ
ー
ル
類
。
発
泡
ス

チ
ロ
ー
ル
、
鍋
類
、
小
型
m
製

品
、
陶
器
、
ガ
ラ
ス
、
ゴ
ム
、
皮

革
製
品
、
自
転
車
な
ど
で
す
。

ｌ
ｌ
剖

啓
よ
り
」

三
月
一
Ｒ
号
、
し
柴
収
集
日
程

に
、
大
久
保
地
域
（
1
9
日
）
ａ

ヽ
「
田
原
、
井
ノ
尻
、
旦
椋
、
平
盛
、

南
ノ
ロ
」
が
漏
れ
て
い
ま
し
た
。

お
わ
び
し
、
付
け
加
え
未
丁
。

着
順
）
▼
参
加
費
・
：
無
料
▼
持
参

品
・
・
・
エ
プ
ロ
ン
、
ふ
政
ん
▼
申
し

込
み
・
・
・
電
話
で
商
工
観
光
課
（
豊

⑩
3
1
4
1
）
へ
。

　
（
商
工
観
光
課
・
農
林
茶
業
課
）

　
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

　
初
心
者
講
習
会

　
▼
と
き
…
３
月
2
0
日
面
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
公

民
館
▼
内
容
…
初
心
者
▼
参
加
費

・
・
・
七
日
円
▼
持
参
品
…
体
育
館
シ

ュ
ー
ズ
か
ゴ
ム
底
の
シ
ュ
ー
ズ
▼

申
し
込
み
・
：
当
日
、
直
接
会
場
へ

▼
問
い
合
わ
せ
…
岡
村
涵
方
さ
ん

　
（
豊
⑩
4
3
4
3
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
吊
民
体
育
課
）

　
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス

　
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

社
会
福
祉
協
議
心
一
（
酋
⑩
5
6
5

0
）
へ
。

　
〈
車
い
す
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
〉

　
▼
と
き
・
・
・
３
月
2
1
日
向
、
午
前

９
時
集
合
、
午
後
５
時
解
散
（
い

ず
れ
も
総
合
福
祉
会
館
前
）
▼
行

登
司
・
須
磨
水
族
館
▼
対
隼
・
・
重

度
肢
体
障
害
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
し
て
い
た
だ
け
る
人
▼
参
加
費

・
：
車
い
ず
利
用
者
七
百
円
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
三
百
円
（
昼
食
代
含
む
）

▼
申
し
込
み
期
限
・
：
1
6
日
困
ま
で

〈
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
〉

　
▼
と
き
・
・
・
３
月
2
7
日
面
、
午
後

３
時
Ａ
時
▼
と
こ
ろ
…
醍
醐
ボ

ウ
ル
▼
対
象
…
肢
体
障
害
者
▼
費

用
・
・
・
四
百
円
▼
申
し
込
み
期
限
・
：

1
9
日
出
ま
で
。

　
　
　
　
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

老
人
保
健
法
　
健
康
手
帳

老
人
保
健
医
療
受
給
者
証
の

　
　
　
　
　
切
り
替
え

　
現
在
の
健
康
手
帳
（
老
人
保

健
医
療
受
給
者
証
）
は
、
三
月

三
十
一
日
で
期
限
が
切
れ
ま
す
。

受
給
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
新
し

い
健
康
手
帳
を
、
今
月
中
旬
に

郵
送
し
毒
了
。
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
の
確
認
を
し
て
く
だ

さ
い
。
（
昭
和
六
十
二
年
四
月

以
降
の
新
規
認
定
者
は
、
今
回

の
更
新
の
対
象
者
で
は
あ
り
ま

せ
ん
）
。

　
ま
た
、
古
い
老
人
保
健
医
療

　
今
回
と
次
回
で
、
基
本
目
標

「
た
く
ま
し
い
体
を
つ
ぐ
る
り
」

と
、
二
つ
の
運

動
項
目
に
つ
い

て
説
明
し
未
了
。

　
↓
菜
目
標

そ
の
②
ａ

　
〈
た
く
ま
し
い

体
を
つ
く
ろ
う
〉

　
こ
の
目
標
は
、

市
民
一
人
ひ
と

１
　
　
百
常
生
活

の
中
に
体
力
づ

く
り
や
、
ス
ポ

ー
ツ
ー
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
活

動
か
取
り
入
れ

る
こ
と
に
よ
っ

市民一人ひとりか

て
、
栄
養
・
運
動
・
休
養
の
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
健
康
生
活
を

目
指
し
て
設
定
し
た
も
の
で
す
。

ａ
運
動
項
目
そ
の
①
＝

〈
健
康
づ
く
り
に
つ
と
め
よ
う
〉

　
こ
の
運
動
の
主
な
内
容
は
、

○
早
寝
・
早
起
き
・
手
洗
い
や
、

受
給
者
証
と
、
同
封
の
「
健
康

手
帳
（
老
人
保
健
医
療
受
給
者

証
）
受
領
書
兼
健
康
保
険
加
入

状
況
報
告
書
」
は
、
四
月
十
一

日
ま
で
に
、
福
祉
事
務
所
社
会

課
へ
温
｀
・
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
な
お
、
健
康
手
帳
（
老
人
保

健
医
療
受
給
者
証
）
に
つ
い
て

の
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
課
（
豊

⑩
3
1
4
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
課
）

う
が
い
か
励
行
し
よ
う
Ｏ
食
べ

物
の
好
き
嫌
い
を
や
め
ぶ
っ
○

健
康
診
断
や
各
種
検
診
か
通
ん

で
受
け
よ
う
○
食
中
毒
・
伝
染

病
の
予
防
に
つ
と
め
ぶ
つ
○
清

潔
な
環
桐
つ
く
ぴ
を
進
め
ぷ
つ

な
と
が
あ
り
未
丁
。
こ
れ
ら
の

内
容
は
、
健
康
保
持
の
基
本
的

な
事
柄
で
す
が
、
や
や
ち
ず
る

と
面
倒
が
ら
れ
、
忘
れ
が
ち
に

　
　
　
　
　
　
な
っ
て
、
実
践

　
　
　
　
　
　
さ
れ
に
く
い
も

健康づくりに努めよう

の
で
す
。
市
民

一
人
ひ
と
ひ
が
、

こ
の
運
動
の
趣

旨
を
理
解
し
、

主
体
的
で
継
続

的
な
取
り
組
み

を
行
う
事
が
望

ま
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
常
に

自
分
の
健
康
状

態
を
把
握
す
る

ぷ
つ
に
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。
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３月19日・20日

みんなの市民運動

善法文化祭が開催
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